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岩 手 県 に お け る 復 元 田 水 稲 栽 培 技 術

第 2報 転換畑での肥培条件の違いと復元田水稲コガネヒカリの生育収量
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:  は じ め に

復元田での水稲生育収量が前作である転換畑の肥培条件

によっていかに影響されるかを見るため,昭和60年度に転

換畑作試験の跡地を利用して,各種前作条件の異なる圃場

での復元水稲コガネヒカリについて調査した。また前作条

件の異なる復元田の上壌特性についても調査したので併せ

て報告する。

2試 験 方 法

(1)調査場所及び土壌型 :

岩手農試県南分場 49,50,37,19号 田, 褐色低地土

現地 ;江刺市稲瀬大文字,細粒褐色低地土

12)供試品種 : コガネヒカリ,稚苗
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3 試験結果及び考察

表 3には供試圃場の減水深と前作条件各区の作土中アン

モニア態窒素及び二価鉄の推移を示した。測定項目の傾向

は次のとおりであった。

NH4~N :復元田有機物ナシくアリく連作田
二 価 鉄 :有機物ナシくアリ≪ 連作田

減 水 深 :大豆跡>小麦跡>連作田

転換畑 6年>4年>2年>連作田
これらのことから,転換年数が多い程畑地化が進んでい

るため減水深が大きく還元が進みにくいこと,それは大豆

跡でより顕著であることが分かる。また作土中アンモニア

表 1 調査圃場の前歴

無窒素 標準 牛瞑祀 1,、 麦愕
離 ,4重口 1`/10●

小麦 4年連件
小麦 2年連作

Fe(II)(7/100′ )NH`―N(ウ /100,
下 6月 中 ,月

252  305  081
278   2 6,   1 20
004   2 51   045

351  2,7  06,
408   2''   081

は基肥N4″ /10α (復元田
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態窒素は連用田より低く,作土が厚いための希釈効果と見

られる。これらの傾向は前作に有機物の入っていない区で

顕著であった。

表 4に はコガネヒカリの生育収量を示した。49,50及 び

07号田は全重,わ ら重,禅長等の生育量が大きく,大豆 6

作後の19号田は逆に生育量は少ないが登熟歩合が高い。い

ずれも前作有機物区でこれらの傾向が顕著に認められた。

また37号田での活着肥,19号田での穂揃期追肥も前作有機

物区で効果が高く,Priming Effcetが高いことが伺えた。

表 Sで前作有機物の有無による生育収量の違いを検定し

た結果,前作有機物区の復元田水稲は明らかにlIEが高く,

全重,わら重,靭重,穂数ともに多いことが分かった。前

作に有機物の投入されていない区の収量は違作田並であっ

た。また前作無窒素区は初期生育が最低であったが,最終

的に収量差が認められないことより,前作での化学肥料の

影響は少ないと考えられる。

図 1では以上のデ,夕で主成分分析をおこなった。因子

負荷量はZl軸が生育量因子,Z2が登熟因子とみなされ,
この 2つで76%の累積寄与率となった。収量は生育量と登

熟の 2つのベクトルの和と考えられる。因子得点のグラフ

では前作有機物区のばらつきが大きい。これは全体的に収

量は高いものの生育量及び登熟の 2ベクトルヘの傾きが無

有機物区よりも大きいこと,そ して追肥処理効果も有機物

区でより顕著であったことを示している。

4  ま  と  め

転換畑を水田に戻す復元田では,前作時の有機物投入の
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図 1 主成分分析

効果が大きく,その原因は地力窒素の富化による生育また

は登熟因子の向上にあると見られた。またこのような土で

は追肥効果も大きかった。逆に前作時の化学肥料の影響は

小さいと考えられた。
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衰 5 前作有機物の有無による復元田水稲各要因の違い
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